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本資料は 10 月 30 日にドイツ・バイエル社が発表したプレスリリースを日本語に翻訳したもので、報道関係者各位

へ参考資料として提供するものです。本資料の正式言語は英語であり、その内容およびその解釈については英語

を優先します。原文は www.press.bayer.com をご参照ください。 

ドイツ レバクーゼン、2014年 10月 30日 ―バイエルグループ（本社：ドイツ レバクーゼン、社長：マラ

イン・デッカーズ）は引き続き好調な業績を上げた。デッカーズは 30日に行われた第 3四半期決算発表

において「ライフサイエンス事業、つまりヘルスケア事業と農業関連事業の強い上昇傾向は第 3四半期も

続きました。医療用医薬品の新製品と北米地域および中南米地域の農業関連事業の売上は、着実に成

長しました」と述べ、さらに素材科学事業グループも好調な伸びを記録したと付け加えた。特別項目計上

前の金利・税金・償却前利益（EBITDA）は、多額の投資と為替のマイナス効果にもかかわらず、若干改善

した。デッカーズは、バイエルが第 3四半期に経営面だけでなく戦略的にも順調に前進したと述べ、計画

中の素材科学事業の分離および上場と、米国メルク社のコンシューマーケア事業の買収に成功したことに
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バイエル：業績は好調、ライフサイエンス事業に集中する戦略を決定 

 全ての事業グループの売上が増加、農業関連事業グループと医療用医薬品部門は 2桁の増収率（為

替・ポートフォリオ調整後） 

 グループ売上高は 101億 87百万ユーロ（前年同期比 5.6％増、為替・ポートフォリオ調整後 7.4％増） 

 EBITは前年同期比 12.7％増の 13億 76百万ユーロ 

 特別項目計上前 EBITDAは前年同期比 1.4％増の 20億 11百万ユーロ 

 当期純利益は前年同期比 12.7％増の 8億 26百万ユーロ 

 1株当たり中核利益は前年同期比 6.3％増の 1.35ユーロ 

 2014年通年の業績予測を上方修正 

 素材科学事業を分離、株式市場に上場を計画 
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も言及した。バイエルは、好調な業績とメルク社から取得したコンシューマーケア事業の組み入れ、現在の

為替予測を考慮した上で、2014年通年の業績予測を上方修正した。 

バイエルグループの 2014年第 3四半期の売上高は、前年同期比 5.6％増の 101億 87百万ユーロ

（2013年第 3四半期：96億 43百万ユーロ）となった。為替・事業ポートフォリオ変更の影響調整後（「為

替・ポートフォリオ調整後」）では、売上高は 7.4％増加した。金利・税引前利益（EBIT）は前年同期比

12.7％増の 13億 76百万ユーロ（2013年第 3四半期：12億 21百万ユーロ）となった。特別項目の損益純

額はプラス 45百万ユーロ（2013年第 3四半期：マイナス 99百万ユーロ）であったが、これにはインターベ

ンショナル機器事業の売却による一時的利益 8千万ユーロを含んでいる。特別項目計上前 EBITは前年

同期比 0.8％増の 13億 31百万ユーロ（2013年第 3四半期：13億 2千万ユーロ）となった。特別項目計

上前 EBITDAは、研究開発費用および販売費の追加支出（それぞれ約 9千万ユーロ）と、約 8千万ユー

ロ（約 4％）に上る為替のマイナス効果を考慮した後でも、前年同期を 1.4％上回る 20億 11百万ユーロ

（2013年第 3四半期：19億 84百万ユーロ）となった。当期純利益は前年同期比 12.7％増の 8億 26百万

ユーロ（2013年第 3四半期：7億 33百万ユーロ）、1株当たり中核利益は前年同期比 6.3％増の 1.35ユ

ーロ（2013年第 3四半期：1.27ユーロ）となった。 

グロス・キャッシュフローは、EBITDAの改善が要因となり、前年同期比 9.1％増の 14億 92百万ユーロ

（2013年第 3四半期：13億 67百万ユーロ）となった。また、ネット・キャッシュフローは前年同期比 5.1％増

の 18億 16百万ユーロ（2013年第 3四半期：17億 28百万ユーロ）となった。純金融負債は、主に営業活

動からの現金流入により、2014年 6月 30日の 99億ユーロから、2014年 9月 30日には 85億ユーロまで

減少した。 

 

ヘルスケア事業グループ（バイエル ヘルスケア社）：医療用医薬品の新製品と新興市場が売上を牽引 

ヘルスケア事業グループの 2014年第 3四半期の売上高は、前年同期比 4.6％増（為替・ポートフォリ

オ調整後：7.1％増）の 49億 6千万ユーロ（2013年第 3四半期：47億 42百万ユーロ）となった。デッカー

ズは「医療用医薬品の新製品が成長を引き続き牽引しています」と説明した。コンシューマーヘルス部門

の売上高は前年同期比で若干増加した（為替・ポートフォリオ調整後）。新興市場の売上高は今期も非常

に好調であった。 

医療用医薬品部門の売上高は、前年同期比 10.3％（為替・ポートフォリオ調整後）と大幅に増加して、

30億 39百万ユーロとなった。全地域がこの増収に貢献したが、特に米国、中国、ドイツが好調であった。

経口抗凝固剤「イグザレルト」、眼科用 VEGF阻害剤「アイリーア」、抗悪性腫瘍剤「スチバーガ」および

「Xofigo」、肺高血圧症治療剤「アデムパス」の売上高は、合計で 7億 5千万ユーロ（2013年第 3四半期：
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4億 7百万ユーロ）に上った。売上上位の医療用医薬品の中では、子宮内システム「ミレーナ」製品群が

最も高い増収率を示し、為替の影響調整後で 26.5％増加した。心筋梗塞の再発予防薬「Aspirin Cardio」

は 13.3％（為替の影響調整後）の増収となった。一方、多発性硬化症の再発予防・進行抑制剤「ベタフェ

ロン」「Betaseron」の売上は 12.5％（同）減少したが、これは今期も米国での競争の激化を一因とするもの

であった。遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤「コージネイト」の売上は、好調であった前年同期と比

べて 6.1％（同）減少した。これは次世代の血友病治療薬の開発のため「コージネイト」の生産能力調整が

続いたためである。 

コンシューマーヘルス部門の売上高は前年同期比 2.4％増（為替・ポートフォリオ調整後）の 19億 21

百万ユーロとなった。この増収の原動力となったのはコンシューマーケア事業部と動物用薬品事業部であ

った。コンシューマーケア事業部では解熱鎮痛薬「Aleve」および「アスピリン」が好調で、それぞれ 14.2％

（為替の影響調整後）および 6.5％（同）の高い増収率となった。スキンケア製品ライン「Bepanthen」

「Bepanthol」も非常に好調で、11.7％（同）の増収となった。一方、マルチビタミン製品「One-A-Day」の売

上は、主に米国で販売量が減少したことから、前年同期比で 10.7％（同）減少した。メディカルケア事業部

では、主に米国とドイツのダイアベティスケア事業が減収となったことから、今期も売上が減少した。動物

用薬品事業部では、ヨーロッパ地域での首輪型ノミ・マダニ駆除剤「Seresto」の売上が特に好調であった。 

ヘルスケア事業グループの特別項目計上前 EBITDAは、前年同期を若干上回る 14億 2百万ユーロ

（2013年第 3四半期：13億 92百万ユーロ）となった。医療用医薬品部門は非常に好調な業績を上げて

おり、引き続き利益に貢献した。一方で、両部門において販売費が増加したことと、医療用医薬品部門の

研究開発費が増加したこと、および約 7千万ユーロ（約 5％）の為替のマイナス効果によって、利益が押し

下げられた。 

 

農業関連事業グループ（バイエル クロップサイエンス社）：全事業部および全地域が増収 

農業関連事業の 2014年第 3四半期の売上高は、前年同期比 12.7％（為替・ポートフォリオ調整

後:14.6％）増の 19億 29百万ユーロ（2013年第 3四半期：17億 12百万ユーロ）となった。デッカーズは

「農薬／種子部門双方とエンバイロサイエンス事業がこの好調な増収に貢献しました」と述べた。北米地

域の売上高は 23.2％増（為替の影響調整後）、中南米・アフリカ・中東地域の売上高は 19.3％増（同）とな

った。また、ヨーロッパ地域でも 2桁（同：12.8％）の増収率となった。アジア・太平洋地域の売上高は前年

同期と同水準（同：1.0％増）であった。 

農薬部門では全ての事業が売上を伸ばした。殺菌剤および除草剤は、それぞれ 16.5％（為替・ポート

フォリオ調整後）、15.8％（同）と 2桁の増収率を記録し、殺虫剤（同：8.6％増）および種子処理剤（同：
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4.3％増）も引き続き売上を伸ばした。2006年以降発売された農薬部門の新製品が、第 3四半期も好調な

業績に大きく貢献した。種子部門の売上高はほぼ 2倍となり（同：95.6％増）、特に綿実が好調であった。

エンバイロサイエンス事業の売上高は 7.9％（為替・ポートフォリオ調整後）増加した。一般消費者向け製

品の売上は好調な伸びを示し、専門業者向け製品の売上も増加した。 

農業関連事業グループの特別項目計上前 EBITDAは、前年同期比 24.1％増の 2億 78百万ユーロ

（2013年第 3四半期：2億 24百万ユーロ）となった。大幅な販売量の増加と販売価格の上昇により売上は

好調であった一方で、研究開発費および販売費は大幅に増加した。 

 

素材科学事業グループ（バイエル マテリアルサイエンス社）：販売量が大幅に増加 

素材科学事業の 2014年第 3四半期の売上高は、前年同期比 4.8％増（為替・ポートフォリオ調整後：

5.3％増）の 30億 36百万ユーロ（2013年第 3四半期：28億 97百万ユーロ）となった。この増収の要因は、

ポリカーボネート事業、ポリウレタン事業および塗料・接着剤・スペシャリティーズ事業の販売量の大幅な

増加であった。販売価格は前年同期を若干下回った。 

フォーム原材料（ポリウレタン）事業の売上高は、主要顧客のほぼ全ての業界で需要が改善した結果、

前年同期比で 5.7％（為替・ポートフォリオ調整後）増加した。高機能性樹脂（ポリカーボネート）事業の売

上高は、主に自動車業界および電気・電子業界の顧客からの需要増加により、8.0％（同）増加した。塗

料・接着剤・スペシャリティーズ事業の売上高は、主にアジア・太平洋地域およびヨーロッパ地域で販売量

が増加した結果、5.1％（同）増加した。 

素材科学事業グループの特別項目計上前 EBITDAは、前年同期を若干（3.5％）下回る 3億 34百万

ユーロ（2013年第 3四半期：3億 46百万ユーロ）となった。販売量の増加、効率改善、原材料・エネルギ

ー価格の若干の低下が利益を押し上げた一方で、販売価格の低下と、約 1千万ユーロに上る為替のマイ

ナス効果が利益を押し下げた。前年同期に 17百万ユーロの一時的利益を計上したことも、減益の一因と

なった。 

 

第 1-3四半期は大幅な増収増益 

2014年第 1-3四半期のバイエルグループの売上高は、前年同期比 3.1％（為替・ポートフォリオ調整

後:7.3％）増の 312億ユーロ（2013年第 1-3四半期：302億 69百万ユーロ）であった。EBITは 15.6％改

善し、49億 45百万ユーロ（2013年第 1-3四半期：42億 79百万ユーロ）、特別項目計上前 EBITDAは

5.0％増の 69億 66百万ユーロ（2013年第 1-3四半期：66億 32百万ユーロ）となった。この数値には、約

4億 4千万ユーロに上る為替のマイナス効果と、約 2億 6千万ユーロの追加研究開発費が反映されてい
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る。当期純利益は前年同期比 17.1％増の 32億 2百万ユーロ（2013年第 1-3四半期：27億 34百万ユー

ロ）、1株当たり中核利益は 7.1％増の 4.83ユーロ（2013年第 1-3四半期：4.51ユーロ）であった。 

 

ライフサイエンス事業に戦略的に注力 

デッカーズは、バイエルが第 3四半期に経営面で成功を収めただけではなく、ライフサイエンス事業

（ヘルスケアおよび農業関連）に全面的に注力するというグループの方向性も定めたと述べた。素材科学

事業グループは遅くとも 2016年半ばまでに別会社として上場させる計画である。デッカーズは「この戦略

的決定はバイエル、素材科学事業グループの双方にとって有益であり、長期にわたって価値を生む 2つ

のグローバル企業を創り出すものと確信しています」と強調した。バイエルは会社の基盤となるサイエンス

とイノベーションにおいて高く認められるライフサイエンス専門の企業となっていくとデッカーズは述べた。

素材科学事業グループは、継続的な事業発展のための資金を資本市場から直接調達できる、世界有数

のポリマー・メーカーを目指す。 

デッカーズは「バイエルは 10月初めに完了した米国メルク社のコンシューマーケア事業の買収によっ

て、引き続きライフサイエンス事業を強化しました」と述べた。この買収により、ヘルスケア事業グループは

一般用医薬品事業（OTC）市場で世界第 2位となる。バイエルは米国メルク社と可溶性グアニル酸シクラ

ーゼ（sGC）モジュレーター領域での戦略的業務提携に合意したが、この合意も買収の完了とともに発効と

なった。この業務提携は、心血管疾患領域におけるヘルスケア事業グループの開発能力を強化する目的

で行われた。 

 

2014年通年の業績予測を上方修正 

バイエルは、業績が好調なことと、米国メルク社のコンシューマーケア事業の取得、そして現在の為替

予測を考慮した上で、2014年通年の業績予測を上方修正した。現在、2014年第 4四半期については

2014年 9月 30日の実勢為替レートを使用している。この業績予測では、2014年 10月 1日に完了した米

国メルク社のコンシューマーケア事業の買収を考慮に入れている。バイエルは、同事業が 2014年第 4四

半期の売上高を 3億～3億 5千万ユーロ増加させ、特別項目計上前 EBITDAを約 7千万ユーロ増加さ

せるものと予測している。 

2014年通期のグループ売上高は、為替・ポートフォリオ調整後で約 6％増加する見通しである。為替の

マイナス効果を前年比約 3％（従来予測：約 4％）と見込んだ上で、グループ売上高は約 420億ユーロ

（従来予測：約 410億ユーロ）となる見通しである。特別項目計上前 EBITDAについては、為替のマイナ

ス効果を合計約 4億 5千万ユーロ、約 5％（従来予測：約 5億 5千万ユーロ、約 6％）と予測した上で、1

桁台半ば（従来予測：1桁台前半から半ば）の増加率を計画している。1株当たり中核利益については、
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為替のマイナス効果を合計約 7％（従来予測：約 9％）と見込んだ上で、１桁台半ばから後半（従来予測：

１桁台半ば）の増加率を目指している。 

グループの特別費用純額は 3億 5千万ユーロと予測している。この大半（3億ユーロ）は、米国メルク社

のコンシューマーケア事業の取得と、可溶性グアニル酸シクラーゼ（sGC）モジュレーター領域での戦略的

業務提携に関するものである。2014年末の純金融負債は、約 200億ユーロとなる見込みである。 

ヘルスケア事業グループは、引き続き為替・ポートフォリオ調整後で 1桁台半ばの増収率を見込んでい

る。したがって売上高は、米国メルク社から取得したコンシューマーケア事業を含めて約 200億ユーロ（従

来予測：約 195億ユーロ）の見通し。ヘルスケア事業グループでは、特別項目計上前 EBITDAは 1桁台

前半の増加率となる（従来予測：前年の水準を若干上回る）と予測している。 

医療用医薬品部門については、売上高が為替・ポートフォリオ調整後で約 10％増加する見通しである。

また、特別項目計上前 EBITDAは 1桁台半ば（従来予測：1桁台前半から半ば）の増加率を予測してい

る。コンシューマーヘルス部門は、為替・ポートフォリオ調整後で 1桁台前半の増収率を計画している。主

にダイアベティスケア事業の市場環境が弱いことから、特別項目計上前 EBITDAは前年と同水準（従来

予測：前年の水準を下回る）となる見込みである。 

農業関連事業グループについては、業績が好調なことから、業績予測を上方修正した。同事業グルー

プでは現在、為替・ポートフォリオ調整後で約 10％（従来予測：1桁台後半）の増収率を予測しており、し

たがって市場を大きく上回るペースでの成長となる見込みである。特別項目計上前 EBITDAは 1桁台半

ば（従来予測：1桁台前半）の増加率を予測している。 

素材科学事業グループは、引き続き 2014年通年で 1桁台半ばの増収率（為替・ポートフォリオ調整

後）を見込んでいる。特別項目計上前 EBITDAについても、現在では大幅増（従来予測：増加）を見込ん

でいる。2014年第 4四半期の同グループの売上高は前年同期比で若干増加し、特別項目計上前

EBITDAは前年同期と同水準になると予測している。 

 

注記： 

2014年第 3四半期および第 1～3四半期のバイエルグループおよび各事業グループの主要データを記

載した表を以下に添付する。また、インターネット（www.stockholders-newsletter-q3-2014.bayer.com）から

もダウンロードが可能。 

 

バイエル ホールディング株式会社 

2014年 11月 12日、東京 

Bayer Holding Ltd./Communications 

http://www.stockholders-newsletter-q3-2014.bayer.com/
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バイエル ホールディング株式会社のお問い合わせ先： 

広報本部 松井、松本(Tel: 03-6266-7255, Fax 03-5219-9705) 

 

将来予想に関する記述 （Forward-Looking Statements） 

このニュースリリースには、バイエルグループまたは各事業グループの経営陣による現在の試算および予測に基づく将来予想に

関する記述 （Forward-Looking Statements） が含まれている可能性がある。さまざまな既知・未知のリスク、不確実性、その他の要

因により、将来の実績、財務状況、企業の動向または業績と、当文書における予測との間に大きな相違が生じることがある。これら

の要因には、当社のWebサイト上（www.bayer.com）に公開されている報告書に説明されているものが含まれる。当社は、これら

の将来予想に関する記述を更新し、将来の出来事または情勢に適合させる責任を負うものではない。 

 

バイエルグループ主要データ、2014年第 3四半期および第 1-3四半期 
（2013年の数値の一部は修正再表示されている。） 
 

バイエル グループ 

（百万ユーロ） 

2013年 

第 3四半期 

2014年 

第 3四半期 

前年 

同期比 

（％） 

2013年 

第 1-3 

四半期 

2014年 

第 1-3 

四半期 

前年 

同期比 

（％） 

売上 9,643 10,187 +5.6 30,269 31,200 +3.1 

EBIT 1,221 1,376 +12.7 4,279 4,945 +15.6 

特別項目 (99) 45 - (400) 4 - 

特別項目計上前 EBIT 1,320 1,331 +0.8 4,679 4,941 +5.6 

EBITDA 1,895 2,057 +8.5 6,397 6,978 +9.1 

特別項目 (89) 46 - (235) 12 - 

特別項目計上前 EBITDA 1,984 2,011 +1.4 6,632 6,966 +5.0 

当期純利益 733 826 +12.7 2,734 3,202 +17.1 

1株当たり利益（ユーロ） 0.89 1.00 +12.4 3.31 3.87 +16.9 

1株当たり中核利益（ユーロ） 1.27 1.35 +6.3 4.51 4.83 +7.1 

期末現在の従業員数 

（常勤相当数） 

113,318 115,416 +1.9 113,318 115,416 +1.9 

 

バイエル ヘルスケア社 

（百万ユーロ） 

2013年 

第 3四半期 

2014年 

第 3四半期 

前年 

同期比 

（％） 

2013年 

第 1-3 

四半期 

2014年 

第 1-3 

四半期 

前年 

同期比 

（％） 

売上 4,742 4,960 +4.6 13,985 14,377 +2.8 

EBIT 978 1,091 +11.6 2,629 3,019 +14.8 

特別項目 (70) 54 - (359) 45 - 

特別項目計上前 EBIT 1,048 1,037 -1.0 2,988 2,974 -0.5 

EBITDA 1,328 1,456 +9.6 3,789 4,107 +8.4 

特別項目 (64) 54 - (208) 49 - 

特別項目計上前 EBITDA 1,392 1,402 +0.7 3,997 4,058 +1.5 

 

 

 

http://www.bayer.com/


 

- 8/8 - 

バイエル  

クロップサイエンス社 

（百万ユーロ） 

2013年 

第 3四半期 

2014年 

第 3四半期 

前年 

同期比 

（％） 

2013年 

第 1-3 

四半期 

2014年 

第 1-3 

四半期 

前年 

同期比 

（％） 

売上 1,712 1,929 +12.7 6,868 7,299 +6.3 

EBIT 106 157 +48.1 1,566 1,615 +3.1 

特別項目 (9) 0 - (32) 0 - 

特別項目計上前 EBIT 115 157 +36.5 1,598 1,615 +1.1 

EBITDA 218 278 +27.5 1,902 1,991 +4.7 

特別項目 (6) 0 - (27) 0 - 

特別項目計上前 EBITDA 224 278 +24.1 1,929 1,991 +3.2 

 

バイエル  

マテリアルサイエンス社 

（百万ユーロ） 

2013年 

第 3四半期 

2014年 

第 3四半期 

前年 

同期比 

（％） 

2013年 

第 1-3 

四半期 

2014年 

第 1-3 

四半期 

前年 

同期比 

（％） 

売上 2,897 3,036 +4.8 8,547 8,703 +1.8 

EBIT 180 184 +2.2 365 512 +40.3 

特別項目 (6) (2) - 24 (21) - 

特別項目計上前 EBIT 186 186 0.0 341 533 +56.3 

EBITDA 341 333 -2.3 857 953 +11.2 

特別項目 (5) (1) - 33 (17) - 

特別項目計上前 EBITDA 346 334 -3.5 824 970 +17.7 

 

EBITDA、特別項目計上前 EBIT(DA)、1 株当たり中核利益は、国際財務報告基準には定義されておら

ず、したがって補足情報とみなされるべきである。これらの指標の定義については、当期の年次報告書

（www.bayer.comにて閲覧可能）を参照されたい。 

http://www.bayer.com/

